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１．はじめに 

 東北地方の高規格道路では，大型車交通による疲労損傷

に加え，凍結防止剤の散布に伴う塩害や凍害との複合劣化

の影響により，RC 床版の損傷，特に床版上面の損傷が顕

在化しており，深刻な問題となっている．しかし，現在行

われている目視点検を中心にした点検では，外観性状によ

り損傷程度を推定するのみで，定量的に損傷状況を評価し

ているとは言い難く，目視点検に加えて工学的な判定手法

の確立が求められている． 

 東日本高速道路（株）東北支社では，RC 床版の剛性評価

（たわみの測定）が健全度判定の指標となることが確認さ

れたため 1)，舗装の損傷を判定している FWD に着目し，

FWD による床版たわみ量と床版上面のコンクリート状況 2)

等の関係性について確認を行っている． 

 本論文では，供用中の RC 床版を対象として FWD 試験

を実施し，測定した床版たわみ量を用いた RC 床版の健全

度評価手法について検証を行う． 

 

２．調査方法 

 対象橋梁は東北自動車道松塚川橋（構造形式：鋼単純非合成鈑桁，橋長：32.9m）

下り線とし，断面図を図‐1 に示す．FWD 試験におけるセンサー等の配置は T

型配列とし，床版たわみ量の計測は橋梁全長を 1m 間隔（起点側から 30 測点）

で行った．加振力は 98kN とし，センサー等配置の概要図を図‐2 に示す． 

 

３．FWD による既設 RC 床版の健全度評価手法 

 過年度の検討結果より，「打撃点（D0）におけるたわみ量」，「D0 と D603)のた

わみ差」，「床版損傷度 4)」，「先鋭度（D0/D60）」に着目し床版の健全度評価手法

について検討を行った．ここで，たわみ差及び先鋭度とは D0 から D60 間のた

わみ形状を表す指標で，コンクリートのクラックの発生や砂利化に伴う水平方

向の連続化が減少することで，せん断力によるずれが大きくなることを表現し，押し抜きせん断破壊の指標と

なると考えられる（図‐3）． 

３－１ たわみ量とたわみ差に着目した床版健全度評価 

床版健全度を判定する際に，全体的な剛性低下による劣化状況の把握を目的とした「たわみ量」及び局部的

図‐1 断面図(松塚川橋) 

図‐2 打撃位置及び計測位置図 

たわみ量：小、たわみ差：小

D60 D0 

せん断破壊の劣化小 

たわみ量：大、たわみ差：大

 D60 D0 

せん断破壊の劣化大 

図‐3 先鋭度概略 

 

FWD 測定車両たわみセンサー 全長を 1m 間隔で計測 

主桁上計測箇所 

桁支間 1/4 箇所 

打撃位置 

主桁上計測箇所 

測定車センサー（D0） 

桁支間 3/4 箇所 

測定車センサー（D60）

※D60 は打撃位置より 60 ㎝離れた箇所
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なせん断劣化状況の把握を目的とした「たわみ差」の 2

つの指標に着目し床版の健全度評価を行った． 

本調査において測定した結果から算出したたわみ量と

たわみ差を図‐4 に示す．閾値の設定は，松井らの手法 4)

を採用し，使用限界状態を活荷重たわみが引張側コンクリ

ートを無視した時の理論たわみに達した状態，健全な状態

をコンクリートを全断面有効として計算したたわみ量と

設定した．また，薄板理論による計算たわみ量は，土木学

会床版小委員会が作成した「平板解析プログラム」を用い

て算出を行った．図‐4 より，床版たわみ量とたわみ差か

らある程度の床版の健全性を推測可能であると考えられ

る．しかし，定量的な指標とするには，床版の変位自体が

主桁間隔や床版の厚さなどに影響されるため，これらを考

慮した評価方法により評価する必要がある． 

３－２ 床版損傷度と先鋭度に着目した床版健全度評価 

 「床版たわみ量」と「たわみ差」による評価では課題が

残るため，床版の損傷度に着目した評価方法について検討

を行った．床版損傷度は，松井らの式 4)により以下に示す式で算出を行った． 

 

 

ただし，HD0：FWD による床版たわみ量，W0：全断面有効状態のたわみ量，Wd：コンクリートの引張無視状

態のたわみ量とする． 

 床版損傷度と先鋭度の関係を図‐5 に示す．閾値は，松井らの手法 5)を採用し，活荷重たわみが引張側コン

クリートを無視した時の理論たわみに達した状態，すなわち，使用限界に達した時の床版損傷度を 1.0 と定義

し，健全な状態の閾値は 0.3 と仮定した． 

 以上より，コア試料の状態等を踏まえることで，RC 床版の健全度の区分けが可能となることが示された．

本評価手法を活用することで，損傷度が 0.3～1.0 では損傷が進み使用限界に近付いているため計画的な補修が

必要な箇所，及び 1.0 を超える場合には緊急に補修が必要であるといった対策を講ずる必要がある箇所の優先

度を選定することが可能であると考える． 

 

４．まとめ 

 FWD による床版たわみから算出した床版損傷度と先鋭度の関係より，RC 床版の健全性評価手法を提案でき

た．しかし，健全な状態の閾値を 0.3 と仮定しており，実際の床版の状況を反映したものとなっているとは言

い難いため，今後は，更なるデータの収集を図り，調査・検討を進めることで，現地条件に則した閾値の設定

を行い，効率的かつ有効に維持管理を行っていきたいと考えている． 
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図‐4 床版たわみ量とたわみ差の関係 

図‐5 床版損傷度と先鋭度の関係 
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